「だって それ は あんまり 無理じゃありません か。 そん 

な こと をす る 位なら、 私 はもう 死んだ 方が ましです。 

今す ぐ 殺して 下さい ご 

「まあ、 よく、 あとで 考えて ごらん。 巿 蔵なん て そん 

なにわる い 名 じ やない よご 鷹 は 大きな はね を 1 杯に 

ひろげて、 自分の 巣の 方へ 飛んで 帰って 行きました。 

よだ か は、 じっと 目をつぶって 考えました。 

( 一 たい 僕 は、 なぜこう みんなに いやがられ るの だろ 

う。 僕の 顔 は、 味噌 をつ けたよう で、 口 は 裂けて るか 

らな あ。 それ だって、 僕 は 今まで、 なんにも 悪い こと 



をした ことがない。 赤ん坊の めじろが 巣から 落ちて い 

たと き は、 助けて 巣へ 連れて行って やった。 そしたら 

めじろ は、 赤ん坊 を まるでぬ す 人からで もとり かえす 

ように 僕から ひきはなし たんだな あ。 それから ひどく 

僕 を 笑った つけ。 それに ああ、 今度 は巿蔵 だなん て、 

首へ ふだ を かける なんて、 つらい はなし だな あ。) 

あたり は、 もうう すくら くな つてい ました。 夜 だか 

は 巣から 飛び出しました。 雲が 意地悪く 光って、 低く 

たれて います。 夜 だか はまる で 雲と すれすれ になって、 

音な く 空 を 飛び まわりました。 

それから にわかによ だか は 口 を 大きく ひらいて、 は 



雲 はもう まっくろく、 東の 方 だけ 山 やけの 火が 赤く 

うつって、 恐ろしい ようです。 よだ か はむ ねがつ かえ 

たように 思いながら、 又 そらへ のぼりました。 

また 一疋の 甲虫が、 夜 だかの のどに、 はいりました。 

そして まるでよ だかの 咽喉 を ひ つかいてば たばた しま 

した。 よだ か は それ を 無理に のみこんで しまいました 

が、 その 時、 急に 胸が どきっとして、 夜 だか は 大声 を 

あげて 泣き出しました。 泣きながら ぐるぐ るぐ るぐ る 

空 をめ ぐった のです。 

(ああ、 かぶとむ しゃ、 たくさんの 羽虫が、 毎晚 僕に 

殺される。 そして そのた だ 一 つの 僕が こんど は 鷹に 殺 



される。 それが こんなにつ らいの だ。 ああ、 つらい、 

つらい。 僕 はもう 虫 をた ベないで 餓えて 死のう。 いや 

その 前にもう 鷹が 僕 を 殺す だろう。 いや、 その 前に、 

僕 は 遠くの 遠くの 空の 向う に 行って しまおう。) 

山焼けの 火 は、 だんだん 水の ように 流れて ひろがり、 

雲 も 赤く 燃えて いるよう です。 

よだ か はまつ すぐに、 弟の 川せ みの 所へ 飛んで 行き 

ました。 きれいな 川せ み も、 丁度 起きて 遠くの 山火事 

を 見て いた 所でした。 そしてよ だかの 降りて 来たの を 

見て 云いました。 

「兄さん。 今晩は。 何 か 急の ご用です かご 



「いや、 いつまで 居ても おんな じだ。 はち すずめへ、 

あとでよ ろしく 云って やって 呉れ。 さよなら。 もうあ 

わない よ。 さよなら ご 

うち 

よだ か は 泣きな が ら 自分 のお 家へ 帰って 参りました。 

みじかい 夏の 夜 はもう あけ かか つてい ました。 

しだ .5 り 

羊歯の 葉 は、 よあけの 霧 を 吸って、 青く つめたく ゆ 

れ ました。 よだ か は 高く きしきし きしと 鳴きました。 

そして 巣の 中 をき ちんと かたづけ、 きれいに からだ 中 

の はね や 毛 を そろえて、 また 巣から 飛び出しました。 

霧が はれて、 お 日 さまが 丁度 東から のぼりました。 

夜 だか はぐら ぐらす る ほど まぶしい の を こらえて、 矢 



ろしの ように そらへ とびあが りました。 そらの なか ほ 

どへ 来て、 よだ か はまる で 鷲が 熊 を 襲う ときす るよう 

に、 ぶる つと からだ を ゆすって 毛 を さかだてました。 

それから キシキ シキシ キシキ シッと 高く 高く 叫び ま 

した。 その 声 はまる で 鷹でした。 野原 や 林に ねむって 

いた ほかのと リは、 みんな 目 を さまして、 ぶるぶる ふ 

るえ ながら、 いぶかし そうに ほしぞら を 見 あげました。 

夜 だか は、 どこまでも、 どこまでも、 まっすぐに 空 

への ぼって 行きました。 もう 山焼けの 火 はたば この 

I 殻の くらいに しか 見えません。 よだ か はの ぼっての 

ぼ つ て 行きました。 



今でも まだ 燃えて います- 
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